
平成31年度講座のご案内

大宮の古い地名「鐘塚」。そこに建てられた「パートナーシップさいたま」から
男女共同参画推進の鐘の音を響かせたい、そんな願いを込めて名づけました。

p2　セミナーレポート
p3　発見！ さいたまで光るひと　第４回
p4　相談のご案内／ワーク・ライフ・バランス出前講座のご報告／ほっとたいむ

講座のお申込み時期、その他の実施講座につい
ては、市報さいたま、パートナーシップさいた
まのホームページなどで随時お知らせします。
右のQRコードを読み込んでアクセスすること
もできますので、ぜひご覧ください。

HPのご案内

さいたま市男女共同参画推進センター
(愛称：パートナーシップさいたま)
〒330-0854　さいたま市大宮区桜木町1-10-18
シーノ大宮センタープラザ3階　
TEL：048(642)8107　FAX：048(643)5801
E-mail：danjo-kyodo-sankaku@city.saitama.lg.jp

講座に関する問い合わせ

パートナーシップさいたまから、講座のご案内
等をメールにて配信しています。ご希望の方は
danjo-kyodo-sankaku@city.saitama.lg.jpま
でご連絡ください。右のQRコードからメール
アドレスを読み込むこともできます。

メールマガジンのご案内

男性カレッジ2019
個人が持つ「生きづらさ」「働きづら
さ」を乗り切る力を引き出すプログラ
ムを実施し、自分も仕事も大切にする
にはどうしたらいいかを考えてみま
しょう。
 日時 2019年6月15・22日（土）
　　10:00～12:00／13:00～15:00
 会場 パートナーシップさいたま
　  会議室3
　講師 重川　治樹さん

男女共同参画週間
記念事業

毎年6月23日から29日までの1週間は
「男女共同参画週間」です。この週間を記
念して、講演会を開催します。
今年は、『男尊女子』『百年の女 -『婦人公論』が
見た大正、昭和、平成』の著者である酒井順子
さんをお迎えします。
 日時 2019年7月13日（土）14:00～16:00
 会場 生涯学習総合センター　多目的ホール
 講師 酒井　順子さん

女性カレッジ2019
フォーラムシアターという手法を取
り入れ、日頃私たちが直面しがちな問題
を取り上げ、短い寸劇を作ります。また、自
分を大切にできるようなコミュニケーションに
ついても学びます。
 日時 2019年6月28日～9月13日 の毎週金曜日
（ただし8月9・16日を除く）10:00～12:00
 会場 パートナーシップさいたま　会議室3
 講師 熱田　敬子さん

 髙山　直子さんなど

パートナーシップさいたま広報誌
（さいたま市男女共同参画推進センター）
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セミナーレポートセミナーレポート パートナーシップさいたまで実施した
セミナーをご報告します。

「子どもはDVに気付いている　～子どもへの影響と対応～」
D V防止セミナー

平
成
30
年
11
月
11
日
。

精
神
科
医
・
臨
床
心

理
士
で
「
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
・
光
の
花
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
院
長
の
、
白

川
美
也
子
医
師
を
迎
え

て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
は
、「
Ｄ
Ｖ
家
庭
に
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
気
付
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
元
凶
、
そ
し
て
私
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
か
等
、
以
下
の
内
容

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
ト
ラ
ウ
マ（
心
的
外
傷
）や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ（
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
の
専
門
家
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
と
そ
の
二
次
的
な
被

害
者
と
も
い
え
る
子
ど
も
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

②
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ
れ
た
成
人
や
子
ど
も
が
示
す
症

状
。

③
大
人
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
子
ど
も
の
ト
ラ
ウ
マ
に

わ
た
る
広
範
囲
な
影
響
の
理
解
。

④
一
般
的
な
ケ
ア
と
専
門
的
な
ケ
ア
。

子
ど
も
へ
の
影
響
に
関
し
て
中
心
に
語
ら
れ
た

の
は
、
脳
細
胞
が
損
傷
し
て
発
症
す
る
「
発
達
性

ト
ラ
ウ
マ
障
害
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
で
し

た
。
直
接
的
な
身
体
暴
力
よ
り
も
、
暴
言
や
暴
力

場
面
に
さ
ら
さ
れ
る
面
前
Ｄ
Ｖ
の
方
が
脳
細
胞
を

損
傷
さ
せ
る
こ
と
が
科
学
的
に
判
明
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
子
ど
も
は
Ｄ
Ｖ
が
起
き
た
状
況
や
場
面

と
絡
め
て
記
憶
す
る
特
性
が
あ
り
、
成
長
過
程
で

そ
う
し
た
ト
ラ
ウ
マ
も
刷
り
込
ま
れ
て
学
習
し
て

し
ま
う
た
め
、
子
ど
も
の
ト
ラ
ウ
マ
後
の
症
状
は

複
雑
な
の
だ
と
か
。
脳
に
刻
ま
れ
た
ト
ラ
ウ
マ
記

憶
は
、
類
似
し
た
状
況
時
だ
け
で
な
く
、
安
心
時

に
も
当
時
の
感
覚
が
再
生
さ
れ
て
し
ま
う
と
の
こ

と
。
そ
の
た
め
加
害
者
と
の
別
居
後
に
異
変
が
現

れ
や
す
く
、
全
て
の
子
ど
も
に
何
ら
か
の
カ
タ
チ

で
出
て
く
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
誕

生
と
と
も
に
始
ま
る
Ｄ
Ｖ
の
場
合
、
母
親
が
乳
児

に
注
意
を
払
え
な
い
た
め
に
、
母
子
間
の
交
流
で

育
ま
れ
る
は
ず
の
脳
の
機
能
が
成
長
で
き
ず
、
よ

り
深
刻
な
障
害
を
も
た
ら
す
そ
う
で
す
。

ト
ラ
ウ
マ
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
、
成
人
だ
け
で

な
く
、
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
出
産
を
扱
う

婦
人
保
護
施
設
な
ど
社
会
福
祉
施
設
で
の
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
方
だ
け
に
、
支
援
す
る
際
の

言
葉
が
け
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
な
ど
ケ
ア
に
関
す
る

具
体
的
な
お
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｄ

Ｖ
環
境
が
与
え
る
子
ど
も
へ
の
影
響
力
に
圧
倒
さ

れ
る
と
同
時
に
、
問
題
を
解
決
で
き
る
と
い
う
希

望
も
感
じ
た
２
時
間
で
し
た
。

こ
の
日
の
内
容
は
、
著
書
「
赤
ず
き
ん
と
オ
オ

カ
ミ
の
ト
ラ
ウ
マ
・
ケ
ア
」に
さ
ら
に
詳
し
く
解
説

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

 

（
三
澤　

裕
子
）

私
に
は
子
ど
も
が
２
人
い
ま
す
。
上
が
男
の
子
で
下
が
女
の
子
。

赤
ち
ゃ
ん
の
時
に「
ま
あ
、
か
わ
い
い
女
の
子
！
」と
息
子
は
言
わ

れ
、「
あ
ら
、
き
り
っ
と
し
た
男
の
子
！
」と
娘
は
言
わ
れ
て
悩
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
性
格
と
関
係
あ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
娘
は
小
学

校
低
学
年
ま
で
は
ス
カ
ー
ト
を
は
き
女
の
子
ら
し
い
格
好
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
３
年
生
の
時
以
来
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
た
か

ら
か
ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
友
達
と
、
ス
カ
ー
ト

を
ど
う
し
た
ら
は
か
な
く
て
済
む
か
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
中

学
か
ら
は
運
動
部
に
入
り
部
活
と
通
学
は
ジ
ャ
ー
ジ
で
通
い
続
け
、

ど
う
し
て
も
制
服
で
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
き
だ
け
ス
カ
ー

ト
を
は
い
て
い
ま
し
た
（
ス
カ
ー
ト
の
下
に
は
ジ
ャ
ー
ジ
を
は
い

て
い
ま
し
た
）。
そ
ん
な
に
嫌
な
ら
ば
と
学
校
に
ジ
ャ
ー
ジ
通
学

を
お
願
い
に
行
き
ま
し
た
が
も
ち
ろ
ん
だ
め
で
、
そ
の
後
は
私
服

で
も
ス
カ
ー
ト
は
は
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
運
動
部
で
髪
の
毛
は

短
く
切
り
、
あ
ま
り
お
し
ゃ
れ
も
せ
ず
、
時
々
男
の
子
と
間
違
え

ら
れ
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
様
子
で
、
自
分
の
こ
と
を「
ぼ
く
」と

言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
同
性
が
好
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
頭
を
よ
ぎ
り
、
母
親
と
し
て
不
安
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
30

歳
を
過
ぎ
た
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、「
彼
氏
に
振
ら
れ
た
〜
」と

大
泣
き
し
た
り
し
て
い
た
の
で
男
性
が
嫌
い
と
か
嫌
で
は
な
い
よ

う
で
す
。

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
性
の
多
様
性
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る

問
題
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
多
様
性
を
考
え

て
い
か
な
く
て
は
。
女
・
男
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
あ
る

の
だ
と
思
い
、「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」の
大
切
さ
と
難

し
さ
を
考
え
な
が
ら
「
人
と
違
っ
て
も
い
い
、
お
互
い
の
違
い
を

認
め
合
う
社
会
」
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
生
き
方
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
武
田　

礼
子
）

多
様
性

トラウマによる症状、回復のプロセス、支援の方法
について物語仕立てで分かりやすく示しています。
著者が学んできたことの全てを注いだという本書
は、当事者や当事者のご家族、そして当事者を支え
る方に向けた内容です。

「 赤ずきんとオオカミの
トラウマ・ケア
自分を愛する力を取り戻す
〔心理教育〕の本」

白川美也子　著
（アスク・ヒューマン・ケア）
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武藤　勝美 さん （グループ・メッセージ）

大宮市女性情報誌「メッセージ」編集協力員、さいたま市男女共同参画推
進センター情報誌「鐘の音」編集委員を務め、現在もさいたま市男女共同参
画推進団体連絡協議会の広報部会副部会長として「女

ひと

・男
ひと

フェスタさいた
ま」に参加するなど、20年以上にわたり本市の男女共同参画の推進にご尽
力いただいている武藤勝美さん（さいたま市在住）にお話を伺いました。

　　　男女共同参画や女性の問題に興味を持たれたの
はいつですか。
最初のきっかけは、市報を見て、大宮市の女性情報

誌「メッセージ」の編集協力員に応募したことだったと思
います。元々ものを書くのが好きで、「わが鉄道のあ
る風景」「ある国鉄マンの人間模様―食べ物交友抄―」
という図書を出版したり、新聞に投稿したりしていま
した。選考で選ばれ「メッセージ」の初代編集協力員を
務めましたが、編集協力員の任期が切れるとき、女性
行政に関する催しに参加し、会員相互の研鑽を図るこ
とを主な目的として、他の編集協力員たちと「グルー
プ・メッセージ」という団体を結成しました。パートナ
ーシップさいたまと繋がりができたのは、さいたま市
男女共同参画推進団体＊1として団体登録をした時から
です。現在も、団体で「女

ひと

・男
ひと

フェスタさいたま＊2」に
参加しています。
　　　「メッセージ」では、編集協力員の男性はお１人
だったそうですね。
はい。でも、最初から抵抗感や気まずさはありませ

んでした。編集協力員の女性たちがパワフルな方ばか
りだったこともあり、性別をあまり意識せず、自然体
で話せていました。私自身、長く勤めていた会社は男
性ばかりでまさに男社会だったのですが、自分の中で
男だから、女だからということを強く意識したことは
ありませんでした。元々そういう性格だったのかもし
れません。
　　　長きにわたってさいたま市における男女共同参
画の推進にご尽力いただいていますが、活動に参加し
てよかったと思うことはありますか？
私が「メッセージ」の編集協力員に応募したのは退職
したタイミングでしたが、北京会議＊3（1995年）があ
り、ちょうど世の中に女性政策を推進していくムード
が出てきたときだったんです。たまたま、講演会を聞

きに国立女性教育会館を訪れた際、聴講者の中に「で
しゃばるな！」と男性から言われた経験があるという
女性がいて、まだまだ女性が社会に出ていくのは難し
いんだと肌で感じていました。その中で、長年にわた
り市民と職員との隔たりなく、男女共同参画という一
つのテーマに対してパートナーシップさいたまと協働
できたのはよかったなと思っています。
　　　パートナーシップさいたまに求めることはなん
ですか？
さいたま市では、男女共同参画に関する若年層の討
論があまり活発でないのを残念に感じています。講座
で訪れるだけでなく、パートナーシップさいたま自体
の知名度が高まっていき、若年層の方もたくさん訪れ
てくださる場所になればいいと思っています。「女

ひと

・男
ひと

フェスタさいたま」に関しても同様で、様々な世代が
運営に携わっていくことができたら、もっと素敵な催
しになると思います。私も、まだしばらくはパートナ
ーシップさいたまの活動をサポートできればと思って
います。 （インタビュー　新藤　賢十郎）

＊１ さいたま市男女共同参画推進団体……次の3点を満たして
いる団体が、男女共同参画推進団体として登録し活動して
います。
1.さいたま市に活動拠点があり、現在活動している団体
2.男女共同参画の推進を目的としている団体
3. 政治・宗教活動、営利を目的としない団体
加入を希望される団体の方は、パートナーシップさいたま
へお問い合わせください。

＊２ 女
ひと

・男
ひと

フェスタさいたま……男女共同参画社会の実現に向
けて、市民意識の高揚と理解の促進を図るため、さいたま
市とさいたま市男女共同参画推進団体連絡協議会の主催に
より男女共同参画意識啓発事業として開催するイベント。

＊３ 北京会議……1995年に開催された、第4回世界女性会議の
こと。女性の地位向上を目的として、国際連合主催の元開
かれた会議。北京会議では、女性の性の権利 （セクシュアル・
ライツ）の問題が重要な論点となった。

さいたまで 光るひと 第第44回回
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ほ
っ
と
た
い
む

春
が
近
づ
き
、
芽
吹
く
草
木
を
み
る
と
新
し
い
季
節

の
訪
れ
を
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。
わ
く
わ
く
よ
り
し
み

じ
み
。
歳
月
を
振
り
返
っ
て
ひ
た
る
く
ら
い
歩
ん
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

二
十
代
、
鏡
を
み
る
と
大
人
に
な
っ
た
と
自
覚
で
き
、

年
齢
を
認
識
し
ま
し
た
。
三
十
代
、
年
齢
が
増
す
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
物
を
言
う
年
長
者
を

う
る
さ
く
思
い
、
顔
に
刻
ま
れ
る
皺
が
イ
ヤ
で
、
時
の

流
れ
に
あ
ら
が
お
う
と
焦
燥
を
感
じ
ま
し
た
。

上
手
く
生
き
ら
れ
な
い
と
感
じ
る
女
性
に
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
丈
夫
、
人
生
は
素
晴
ら
し
い
！　

心

配
御
無
用
、
問
題
な
し
。

未
来
は
希
望
に
溢
れ
、
幸
福
に
満
ち
て
い
ま
す
…
と

は
言
い
切
れ
な
い
け
れ
ど
、
歩
み
を
振
り
返
る
く
ら
い

生
き
て
み
る
と
、
す
べ
て
愛
し
く
思
う
よ
う
に
な
る
ん

で
す
。
人
も
社
会
も
自
然
も
自
分
も
何
も
か
も
許
し
受

け
入
れ
、
面
白
く
感
じ
る
ん
で
す
。

「
あ
、
も
う
す
ぐ
春
」そ
う
思
う
と
目
が
じ
わ
り
。
大

人
に
な
る
と
涙
腺
が
緩
く
な
り
ま
す
。
う
れ
し
い
、
楽

し
い
、
う
れ
し
い
。
ま
だ
人
生
は
続
き
ま
す
。

新
し
い
年
度
、
さ
あ
、
は
じ
ま
り
ま
す
。

 

（
河
西　

純
恵
）

kane-no-ne 鐘の音 kane-no-ne

●女性の悩み電話相談
女性の生き方、夫婦、親子の問題、職場や近隣の人間関係などの相
談に応じます。

子ども家庭総合センター
男女共同参画相談室 ☎048-711-6650
月～金／10:00～20:00　土・日・祝／10:00～16:00
浦和区役所 女性の相談室 ☎048-829-6129
月・火・水・金／10:00～17:00
中央区役所 女性の相談室 ☎048-840-6132
火・金／10:00～17:00
岩槻区役所 女性の相談室 ☎048-790-0158
月・水／10:00～17:00

●女性のための法律相談（予約制）
女性の弁護士が相談に応じます。
パートナーシップさいたま ☎048-642-8107
第２・第４水曜日／13:00～15:30
男女共同参画相談室 ☎048-711-5739
第１・第３火曜日／13:00～15:30

●女性のための心の健康相談（予約制）
専門の女性の医師が相談に応じます。
男女共同参画相談室 ☎048-711-5739
第４金曜日／13:30～16:15
※ 平成31年４月からは第４月曜日に変わります。

●男性の悩み電話相談
男性の生き方、仕事、家庭、夫婦、人間関係などの相談に応じます。
男女共同参画相談室 ☎048-711-6101
第２・第４火曜日／18:30～20:30（祝日は除く）

●女性のDV電話相談
☎048-762-3880　月～金／10:00～17:00

男女共同参画推進センター広報誌　「鐘の音」 編集員を募集します
　編集員として、一緒に「鐘の音」を作ってみませんか？

広報誌「鐘の音」のご感想、ご意見をお寄せください。
郵便、FAX、E-mailでパートナーシップさいたままでお願いします。

パートナーシップさいたま広報誌「鐘の音」vol.41　2019年３月１日
〈編集・発行〉
さいたま市男女共同参画推進センター （愛称：パートナーシップさいたま）
編集員／河西　純恵・新藤　賢十郎・武田　礼子・三澤　裕子
〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町1-10-18 シーノ大宮センタープラザ３階
電話　048-642-8107　FAX　048-643-5801
E-mail：danjo-kyodo-sankaku@city.saitama.lg.jp

10・３月発行（年２回）
自転車でお越しの場合、シーノ大宮駐輪場が
無料でご利用になれます。 この広報誌は79,500部作成し、１部当たりの印刷経費は5.1円です。

◆ホームページもご覧ください◆ 検索パートナーシップさいたま

●相談は無料です。●秘密は厳守します。相談のご案内
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ワーク・ライフ・バランス出前講座を
実施しました

平成30年11月7日、関東
財務局で出前講座を実施しま
した。講師によれば、「働き方
改革」は経営革命であり、暮ら

し方革命であり、社会全体の問題である。それを担
う要であり、現場の推進者は「上司」だ。日本は横並
び意識が強いので、「18時で強制的に家に帰す」など
一斉に働き方に関する制度を整えることが重要視さ
れているが、最も大切なことは、チームの中に心理
的安全性が保たれ、誰もが発言できること。他者の
発言にまずは「いいね」と言える文化を育てることであ
る。それが、社員の幸せと会社の成果の好循環とい
う結果に結びついてくるのである。（事務局）

募集人員：２名程度
任用期間：平成31年4月1日～平成33年3月31日
応募資格：市内在住、在勤又は在学の方

（ただし、年8回程度開催する平日の会議に出席できる方）
活動内容：編集員会議における意見交換及び原稿の作成その他編集に必要な業務に関すること
活動場所：さいたま市男女共同参画推進センター　会議室
応募方法：応募動機を800文字以内厳守で、任意の用紙に横書き（市ホームページに用紙あり。）の上、住所、

氏名、（ふりがな）、年齢、電話番号を明記し、男女共同参画推進センターへ直接持参または郵送。
謝　　礼：交通費相当分（編集員会議への出席1回につき1,000円）
託　　児：あり（6か月以上の未就学児）ただし、損害保険料各回30円は実費負担。

※ 詳細はパートナー
シップさいたまの
ホームページをご
覧ください。

平成31年
3月20日（水）

締切
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